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● セミナーの受講申込みについて ●
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株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター　https://www.rdsc.co.jp/

『リグニン』 セミナー申込書　※ご希望の受講形式どちらかにチェックを入れて下さい。＜■ｵﾝﾗｲﾝ ■ｱｰｶｲﾌﾞ＞

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　左の申込みフォームに必要事項をご明記の

上、FAXしてください。お申込み後は、弊社よ

り確認のご連絡をいたしまして受講券、請求

書をお送りいたします。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
　　　　TEL　03‐5857‐4811
　　　　FAX　03‐5857‐4812

No. 2603110

●講師 : 県立広島大学　生物資源科学部　生命環境科学科　准教授　博士（学術）　青栁 充　氏

リグニンの基礎知識と
　　　　精密構造制御および新機能探索

◆日時：【オンライン配信】 2026年3月17日（火）　13：00～16：30
　　　　　【アーカイブ配信】 2026年3月19日（木）～27日（金）
◆形式：ZoomによるWEB配信
◆聴講料：1名につき49,500円（税込、資料付）　

　本講演では精密な分子設計に基づいたリグニンならびに植物細胞壁
の化学的利用を扱います。リグニンは植物細胞壁中に普遍的に存在す
る生分解性の三次元フェノール系エーテル高分子です。リグニンは生
命体としての植物を守るための高度な環境応答機能をそなえているた
め単離されたリグニン試料の構造や物性はプロセスに依存します。一
般に複雑な反応環境に応答した「後」の状態を把握するためには，応
答「前」の状態を知る必要があります。リグニン高分子の理解には植物
細胞壁組成の形成過程を生物の視点から眺め，合成高分子と同様に
モノマーと重合反応から考えることが重要です。また森林などの資源産
出の現場で炭素循環を含む基盤生物としての役割を考えることによっ
て，リグニンの化学構造や環境応答性の必然性が見えてきます。
　次代の持続的な基盤炭素資源である植物バイオマス構成高分子成
分に対する精密分離リファイニングと鋭敏な反応性を活かした精密構
造制御，オンデマンド機能化，それらの応用可能性について解説しま
す。

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

≪習得できる知識≫

≪講座の趣旨≫

1．植物細胞壁の中の天然リグニンから考える

　1.1．リグニンが形成される植物細胞壁

　1.2．二官能性モノマーからの天然リグニン高分子の形成 

　1.3．解放可能な三次元構造の形成

　1.4．外部環境変化に応答する活性構造の反応

　1.5．単離過程における外環境変化への活性構造の応答

　1.6．活性構造に基づくリグニン誘導体のオンデマンド合成の可能性

　1.7．化学利用のための原料の確保と加工

2．生態系を支える持続的な基盤炭素資源

　2.1．循環炭素資源の生産と生態系サービスの維持

　2.2．資源の持続生産に必要な林業・木材工業

　2.3．伐採してから化学原料となるまで

　2.4．植物資源の3つの評価軸「時間・エネルギー・機能」

　2.5．ダイナミックな炭素資源循環と機能の逐次発現

3．リグノセルロースの精密分離リファイニング

　3.1．不均一系でのリグニンの構造制御と活性構造安定化

　3.2．常温・常圧下の高収率なリグニン／炭水化物精密分離システム

　3.3．直鎖型熱可塑性リグニン試料：リグノフェノールとリグノアニソール

　3.4．リグニン誘導体のオンデマンド精密設計と化学修飾

　3.5．直鎖型リグニン主鎖の選択的解放とカスケードリサイクル

　3.6．炭水化物の加水分解制御

　3.7　精密分離された各成分の応用の可能性

4．まとめ

・リグニンを含む植物資源の高分子化学利用を研究・開発している方
・リグニンの精密分子設計と化学合成に可能性を感じる方
・リグニンの化学活用，構造把握に困難を感じている方
・林業・木材産業との接点としてリグニン活用を考えている方

≪受講対象≫

【質疑応答】

～リグニンを中心とした木質バイオマスの利用～

☆詳細はHPにて⇒https://www.rdsc.co.jp/seminar/2603110

・植物資源（リグノセルロース）と構成各成分の基礎知識
・リグニンの難しさの理解，注目すべき化学構造，性質の把握の方法
・リグニンを扱う際の注意事項
・リグニンの化学構造の把握の仕方，考え方
・植物バイオマスの基盤炭素資源としての考え方

≪プログラム≫

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
 2人目無料

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき38,500円

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で49,500円）


